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取
扱
説
明
書
 

型  名  V
ic

to
r 

O
ri

g
in

al
 S

o
u

n
d

 S
ys

te
m

 の
略
で
、
プ
ロ
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
の
登
録
商
標
で
す
。
 

－
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
－
 

ご
使
用
の
前
に
こ
の
「
取
扱
説
明
書
」
と
別
冊
の
「
安
全
上
の
ご
注
意
」
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、正
し
く

お
使
い
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
あ
と
、保
証
書
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
、必
要
な
と
き
お
読
み
く
だ
さ
い
。
 

私
た
ち
は
環
境
・
資
源
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
取
扱
説
明
書
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙 （
古
紙
50
%
含
有
） 

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

み
ど
り
を
ま
も
る

ち

き
ゅ
う
に
や
さ
し

い

S
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Y
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PS-A1202　パワーアンプ 

シ
ス
テ
ム
事
業
部
 

〒
19
2-
86
20
　
東
京
都
八
王
子
市
石
川
町
29
69
-2
　
電
話
（
04
26
）
60
-7
24
3［
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
］
 

〒
11
3-
00
33
　東
京
都
文
京
区
本
郷
3丁
目
14
-7
　ビ
ク
タ
ー
本
郷
ビ
ル
 

〒
54
3-
00
28
　大
阪
市
天
王
寺
区
小
橋
町
10
-1
6　
大
阪
ビ
ク
タ
ー
ビ
ル
 

( 0
3

) 5
6

8
4

- 9
3

1
1［
代
表
］
 

( 0
6

) 6
7

6
5

- 4
1

6
1［
代
表
］
 

お
客
様
ご
相
談
セ
ン
タ
ー
 

東
　
　
　
京
 

大
　
　
　
阪
 

定
格
出
力

：
1
2
0
W
×
2（
2
0
H
z～
2
0
kH
z、
0
．3
％
、8
3
Ω
、E
IA
J
）

2
4
0
W
×
1（
2
0
H
z～
2
0
kH
z、
0
．5
％
、4
1
.5
Ω
、出
力
並
列
駆
動
、E
IA
J
）

全
高
調
波
歪
率

：
0
.1
％（
1
kH
z、
1
2
0
W
×
2
、8
3
Ω
、E
IA
J
）

0
.3
％（
2
0
H
z～
2
0
kH
z、
1
2
0
W
×
2
、8
3
Ω
、E
IA
J
）

0
.5
％（
2
0
H
z～
2
0
kH
z、
2
4
0
W
×
1
、4
1
.5
Ω
、出
力
並
列
駆
動
、E
IA
J
）

周
波
数
特
性

:
2
0
H
z～
2
0
kH
z
±
0
．5
d
B

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

:
－
7
0
d
B
以
下（
1
0
kH
z）

S
N
比

:
1
0
5
d
B
以
上（
IH
F
－
A
フ
ィ
ル
タ
ー
、入
力
短
絡
）

入
力
感
度

:
＋
4
d
B
s（
0
d
B
s＝
0
．7
7
5
V
）

電
圧
増
幅
度

:
3
8
．2
d
B（
入
力
端
子
～
ス
ピ
ー
カ
ー
出
力
端
子
間
）

0
d
B（
入
力
端
子
～
モ
ニ
タ
ー
出
力
端
子
間
）

入
力
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

:
1
0
kΩ
（
平
衡
）

ハ
イ
パ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー（
H
P
F
）
:
fc
＝
8
0
H
z、
1
2
d
B
／
o
c
t

電
源

:
A
C
1
0
0
V
5
0
／
6
0
H
z

消
費
電
力

:
1
7
0
W（
電
気
用
品
取
締
法
）

4
4
0
W（
定
格
出
力
1
2
0
W
×
2
出
力
時
）

外
形
寸
法

:
4
8
2（
幅
）×
8
8
(高
さ
)
×
3
9
6
(奥
行
)m
m

質
量

:
1
1
．5
kg

仕
上
げ

:
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

：
黒
色
A
B
S
樹
脂

そ
の
他

：
黒
色
半
艶
塗
装

付
属
品

:
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
用
ス
ク
リ
ュ
ー （
M
5
）
..
..
..
. 4

ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
補
助
金
具
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 2

補
助
金
具
取
付
用
ス
ク
リ
ュ
ー （
M
4
）
..
..
..
..
..
2

フ
ッ
ト
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 4

フ
ッ
ト
取
付
用
ス
ク
リ
ュ
ー（
M
3
）
..
..
..
..
..
..
. 4

添
付
物

:
保
証
書
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 1

ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内
..
..
..
..
..
..
..
..
..
1

取
扱
説
明
書
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 1

安
全
上
の
ご
注
意
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 1

主
な
仕
様
 ※
本
機
の
仕
様
お
よ
び
外
観
は
、改
善
の
た
め
予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



3

こ
の
取
扱
説
明
書（
お
よ
び
別
冊
の「
安
全
上
の
ご
注
意
」）
と
製
品
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
絵
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、人
へ
の
危
害
や
、財
産
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
表
示
で
す
。絵
表
示

の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

絵
表
示
に
つ
い
て

こ
の
表
示
を
無
視
し
て
、
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想

定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
示
を
無
視
し
て
、
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
傷
害
を
負
っ
た
り
、
物
的
損
害
の
発
生

が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

警
告
 

注
意
 

絵
表
示
の
例

警
告
 

●
万
一
、
煙
が
出
て
い
る
、
へ
ん
な
に
お
い
が
す
る
な
ど
の
異
常
状
態
の
ま
ま
使
用
す
る
と
、
火
災
・
感
電
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
電
源
を
切
り
、
必
ず
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
か
、
又
は
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
煙
が
出
な
く
な
る
の
を
確
認
し
て
販
売
店
に
修
理
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と

●
電
源
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
物
を
の
せ
た
り
、 電
源
コ
ー

ド
の
継
ぎ
足
し
は
火
災
や
感
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、お
や
め
く
だ
さ
い
。

●
セ
ッ
ト
内
部
に
触
れ
る
こ
と
は
危
険
な
う
え
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。内
部
の
点
検
・
調
整
は
販
売
店
へ
お
任

せ
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
機
器
の
通
風
孔
を
ふ
さ
が
な
い
で
く
た
さ
い
。 通

風
孔
を
ふ
さ
ぐ
と
内
部
に
熱
が
こ
も
り
火
災
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
機
器
に
は
、内
部
の
温
度

上
昇
を
防
ぐ
た
め
、ケ
ー
ス
の
上
部
や
底
部
な
ど
に
通

風
孔
が
あ
け
て
あ
り
ま
す
。 ラ
ッ
ク
に
組
込
む
と
き
に

は
、上
下
1
H
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
よ
う
に
し
て
く

た
さ
い
。

●
本
機
は
日
本
国
内
専
用
で
す
。

必
ず
商
用
電
源
A
C
1
0
0
V
5
0
/6
0
H
zで
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

●
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、電
源
コ
ー
ド
を
電
源

コ
ー
ド
を
引
っ
ぱ
ら
ず
に
、 か
な
ら
ず
プ
ラ
グ
を
持
っ

て
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

●
製
品
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、 ほ
こ
り
や
振
動

の
多
い
所
に
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
傾
い
た
所
や
弱
々
し
い
台
な
ど
、 不
安
定
な
場
所
に
は

置
か
な
い
で
く
た
さ
い
。万
一
、落
ち
た
り
倒
れ
た
り
す

る
と
大
変
危
険
で
す
。

●
棚
置
き
で
ご
使
用
の
場
合
、 必
ず
フ
ッ
ト
を
取
り
付
け
，

側
面
に
5
㎝
以
上
，上
面
に
1
0
㎝
以
上
の
隙
間
を
取
り
，

冷
却
の
た
め
の
空
気
の
流
通
を
良
く
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
す
る
場
合
は
8
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

警
告
 

注
意
 

分
解
禁
止
 

安
全
上
の
ご
注
意

ご
使
用
上
の
ご
注
意

●
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
動
作
に
つ
い
て

電
源
を
入
れ
て
か
ら
3
̃
5
秒
間
は
音
が
出
ま
せ
ん
が
、こ
れ
は
ミ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
動
作
の
た
め
で
、故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
投
入
に
つ
い
て

全
て
の
結
線
が
終
了
し
て
か
ら
本
機
の
電
源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

接
続
コ
ー
ド
の
抜
き
差
し
は
電
源
を
切
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。周
辺
機
器
と
組
み
合
わ
せ
て
ご
使
用
さ
れ
る
と
き
は
、本
機
の

電
源
と
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
を
最
後
に
し
て
く
だ
さ
い
。ノ
イ
ズ
な
ど
に

よ
る
ス
ピ
ー
カ
の
破
損
を
防
止
で
き
ま
す
。

●
配
線
に
つ
い
て

マ
イ
ク
ケ
ー
ブ
ル
を
電
源
線
や
ス
ピ
ー
カ
ー
線
と
一
緒
に
配
線
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。ハ
ム
音
や
ノ
イ
ズ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 で
き

る
だ
け
離
し
て
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
清
掃
に
つ
い
て

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
汚
れ
た
ら
中
性
洗
剤
な
ど
で
汚
れ
を
落
と
し
、 乾

い
た
布
で
ふ
き
と
り
ま
す
。シ
ン
ナ
ー
や
ベ
ン
ジ
ン
、殺
虫
剤
な
ど

揮
発
性
の
物
を
か
け
た
り
、ま
た
ゴ
ム
や
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
を
長

時
間
接
触
さ
せ
た
ま
ま
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

中
に
含
ま
れ
る
可
塑
剤（
か
そ
ざ
い
）の
働
き
に
よ
り
変
質
し
た
り
、

塗
装
が
は
げ
る
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

記
号
は
、
注
意
（
警
告
を
含
む
）
を
促
す
内
容
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

図
の
中
や
近
傍
に
具
体
的
な
注
意
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
号
は
、
禁
止
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

図
の
中
や
近
傍
に
具
体
的
な
禁
止
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
は

パ
ワ
ー
ア
ン
プ

P
S

-A
12

02
を

お
買
い
あ
げ
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

特
長

■
定
格
出
力
1
2
0
W
×
2（
8
3
Ω
）
の
ハ
イ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
（
1
0
0
V
ラ
イ
ン
）
対
応
パ
ワ
ー
ア

ン
プ
で
す
。

■
ス
イ
ッ
チ
の
切
換
に
よ
り
、
出
力
の
並
列
駆
動
が
可
能
。
2
4
0
W
×
1（
4
1
.5
Ω
）の
出
力
が
得
ら
れ

ま
す
。

■
出
力
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
で
高
音
質
を
実
現
し
ま
し
た
。

■
動
作
状
態
が
一
目
で
監
視
で
き
る
シ
グ
ナ
ル
／
ピ
ー
ク
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

■
保
護
回
路
も
万
全

電
源
ス
イ
ッ
チ
O
N
／
O
F
F
時
の
ポ
ッ
プ
ノ
イ
ズ
を
防
ぐ
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
回
路
、 過
負
荷
・
出
力
短

絡
時
に
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
を
防
ぐ
A
S
O
リ
ミ
ッ
タ
ー
、 出
力
D
C
電
圧
と
異
常
発
熱
を
検
出
し
て

出
力
を
遮
断
す
る
回
路
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

■
E
IA
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
と
棚
置
き
の
両
方
に
対
応
で
き
る
、 着
脱
可
能
な
マ
ウ
ン
ト
金
具
を
装
備
し
て

い
ま
す
。

■
ア
ッ
テ
ネ
ー
タ
ー
つ
ま
み
の
誤
操
作
を
防
ぐ
保
護
カ
バ
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。
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リ
ア
パ
ネ
ル
の
名
称
と
は
た
ら
き

6
7
IN
P
U
T（
B
A
L
）
入
力
端
子

C
H
1
・
C
H
2
平
衡
＋
4
d
B
s
1
0
k
Ω

6
キ
ャ
ノ
ン
タ
イ
プ
コ
ネ
ク
タ
（
X
L
R
－
3
－
3
1
相
当
）

7
6
.3
φ
複
式
フ
ォ
ノ
ジ
ャ
ッ
ク

の
う
ち
か
ら
入
力
端
子
を
選
べ
ま
す
。

本
機
を
出
力
並
列
駆
動
で
ご
使
用
に
な
る
と
き
は
、
9
入
力

チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
ス
イ
ッ
チ
を
“
2
←
1
”
側
に
設
定
し
て
、

C
H
1
側
に
入
力
信
号
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

C
H
2
側
へ
入
力
し
て
も
動
作
し
ま
せ
ん
。

6
7
の
入
力
端
子
は
並
列
接
続
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、 他

の
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
と
の
入
力
並
列
接
続
端
子
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。（
7
ペ
ー
ジ
を
お
読
み
く
だ
さ
い
）

!
S
P
E
A
K
E
R
S
ス
ピ
ー
カ
ー
出
力
端
子

ハ
イ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
ス
ピ
ー
カ
ー
を
接
続
し
ま
す
。
ス

ピ
ー
カ
ー
の
合
成
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
8
3
Ω
以
上 （
1
2
0
W

以
下
）
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

出
力
並
列
駆
動
で
ご
使
用
に
な
る
と
き
は
C
H
1

e
と

C
H
2
e
、
C
H
1
d
と
C
H
2
d
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
ま
す
。

こ
の
と
き
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
合
成
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
4
1
.5

Ω
以
上
（
2
4
0
W
以
下
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
7
ペ
ー
ジ
を
お
読
み
く
だ
さ
い
）

ご
注
意

●
本
機
を
金
属
性
ラ
ッ
ク
に
マ
ウ
ン
ト
す
る
場
合
に
、 ラ
ッ
ク
を
経

由
し
て
他
の
機
器
と
導
通
し
て
ア
ー
ス
ル
ー
プ
が
発
生
し
、 ハ
ム

ノ
イ
ズ
な
ど
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

シ
グ
ナ
ル
グ
ラ
ン
ド
切
換
ス
イ
ッ
チ
を
“
F
L
O
A
T
”
側
に
し
て

く
だ
さ
。

感
電
の
恐
れ
あ
り
 

告
 

警
 

PA
R

A
LL

E
L

FL
OA

T
FR

AM
E

2　
1

E
AC

H

C
O

LD

H
O

T

6
5

3
2

1 4

日
本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
 

G
N

D

O
FF

O
N

PA
R

A
LL

E
L

O
FF

P
U

S
H

P
U

S
H

O
N

+4
dB

s
( B

A
L)

S
IG

N
A
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G

N
D

AC
10

0V

80
H

z
C

H
2

H
P

F

C
H

2　
IN

P
U

T

( B
A

L)

M
O

N
IT

O
R
　C

O
N

N
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C
TO
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80
H

z
C

H
1

H
P

F

S
E

LE
C

T
C

H
2

C
H

1
C

H
2

M
O

N
IT

O
R

G
N

D
S

IG
N

A
L

M
O

N
IT

O
R

C
H

1　
IN

P
U

T

+4
dB

s
S

P
E

A
K

E
R

S

C
H

2
C

H
1

IM
P

E
D

A
N

C
E
　8

3Ω
 

OU
TP

UT
M

ON
IT

OR
PR

OT
EC

T
OU

TP
UT

M
UT

IN
G

IN
PU

T

M
O

D
E

L

S
E

R
.N

O
.

P
S

-A
12

02

AC
10

0V
**

*W
50

/6
0H

z

M
A

D
E
　I

N
　J

A
P
A

N

を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

配
線
し
た
後
は
必
ず
カ
バ
ー
 

P
ro

fe
ss

io
na

l　
S

ou
nd
　C

re
at

or

電
取
法
に
よ
る
表
示
　
 

8
7

7
8

#
@

9
0

$
!

6

9
C
H
2－
S
E
LE
C
T
入
力
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
ス
イ
ッ
チ

2
←
1
－
E
A
C
H

C
H
1
、
C
H
2
入
力
端
子
（
6
7
）
か
ら
の
信
号
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー
出
力
へ
送
る
場
合
は
、

こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
“
E
A
C
H
”
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

C
H
1
入
力
端
子
か
ら
の
信
号
を
C
H
1
と
C
H
2
両
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー
出
力
へ
送
る
場
合
は
，
こ
の
ス
イ
ッ
チ

を
“
2
←
1
”
側
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
出
力
並
列
駆
動

（
7
ペ
ー
ジ
を
お
読
み
く
だ
さ
い
）
で
ご
使
用
に
な
る
と
き

は
、
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
“

2
←

1”
側
に
設
定
し
て
、
C
H
1

入
力
端
子
に
信
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

0
S
IG
N
A
L
G
N
D
シ
グ
ナ
ル
グ
ラ
ン
ド
切
換
ス
イ
ッ
チ

F
LO
A
T
－
F
R
A
M
E

シ
グ
ナ
ル
グ
ラ
ン
ド
を
フ
レ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
（
筐
体
）
に
接

続
す
る
（
F
R
A
M
E
）
か
、
切
り
離
す
（
F
L
O
A
T
）
か
を
切

換
え
る
ス
イ
ッ
チ
で
す
。
通
常
は
“

F
R

A
M

E
”
側
に
設
定
し

て
く
だ
さ
い
。

8
8
0
H
zH
P
F
ハ
イ
パ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
ス
イ
ッ
チ

ス
ピ
ー
カ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ト
ラ
ン
ス
の
低
域
飽
和
が
発
生

し
、
音
が
悪
く
な
る
と
き
は
H
P
F
ス
イ
ッ
チ
を
“

O
N
”
に

し
て
8
0
H
z
以
下
の
音
声
を
カ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

入
力
感
度
変
更
に
つ
い
て

内
部
ス
イ
ッ
チ
の
切
換
に
よ
り
、
入
力
感
度
を
＋
4
d
B
s
か
ら

＋
1
4
d
B
s（
パ
ッ
ド
1
0
d
B
）
に
変
更
で
き
ま
す
。
お
買
い

上
げ
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
有
料
に
て
調
整
い
た
し
ま
す
。

4フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
名
称
と
は
た
ら
き

1
P
O
W
E
R
電
源
ス
イ
ッ
チ

ス
イ
ッ
チ
を
“

O
N
”
側
に
す
る
と
電
源
が
入
り
ま
す
。

電
源
を
投
入
す
る
と
2
電
源
表
示
ラ
ン
プ
（
緑
）
お
よ
び
4

プ
ロ
テ
ク
ト
表
示
ラ
ン
プ
（
赤
）
が
点
灯
し
ま
す
。 （
こ
の
状

態
で
は
、
出
力
が
遮
断
さ
れ
て
い
ま
す
。 ）
3
～
5
秒
後
に
プ

ロ
テ
ク
ト
表
示
ラ
ン
プ
が
消
灯
し
、 動
作
状
態
に
入
り
ま
す
。

電
源
を
切
る
場
合
に
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
“

O
F

F
”
側
に
し
て

く
だ
さ
い
。

2
P
O
W
E
R（
緑
）
電
源
表
示
ラ
ン
プ
電
源
ス
イ
ッ
チ

電
源
ス
イ
ッ
チ
“

O
N
”
で
点
灯
し
ま
す
。

3
A
T
T
入
力
ア
ッ
テ
ネ
ー
タ
ー

入
力
感
度
を
＋
4
d
B
s
か
ら
可
変
で
き
ま
す
。
ミ
キ
サ
ー
、

プ
リ
ア
ン
プ
等
の
出
力
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
調
節
し
て
く
だ

さ
い
。

（
ク
リ
ッ
ク
ポ
ジ
シ
ョ
ン
付
で
す
。 ）

本
機
の
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
出
力
並
列
駆
動
と

し
て
ご
使
用
の
と
き
は
、C
H
1
側
の
入
力
ア
ッ
テ
ネ
ー
タ
で

調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

4
P
R
O
T
E
C
T（
赤
）
プ
ロ
テ
ク
ト
表
示
ラ
ン
プ

電
源
ス
イ
ッ
チ
“

O
N
”
で
点
灯
し
、
3
～
5
秒
後
に
消
灯
し

て
動
作
状
態
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、保
護
回
路
が
動
作
し
、出

力
が
遮
断
さ
れ
た
時
も
点
灯
し
ま
す
（
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
動

作
）。
消
灯
し
な
い
場
合
は
、
何
ら
か
の
異
常
が
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
一
旦
電
源
を
切
っ
て
原
因
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

5
－
4
0
d
B（
緑
）－
2
0
d
B（
緑
）P
E
A
K（
赤
）

シ
グ
ナ
ル
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

各
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
信
号
レ
ベ
ル
を
表
示
し
ま
す
。

－
4
0
d
B
の
ラ
ン
プ
は
出
力
が
約
0
．0
1
2
W
、

－
2
0
d
B
の
ラ
ン
プ
は
出
力
が
約
1
．2
W
に
な
っ
た
と
き
に

点
灯
し
ま
す
。

P
E
A
K
の
ラ
ン
プ
は
、出
力
が
定
格
出
力
の
3
d
B
手
前
に
て

点
灯
し
ま
す
。で
き
る
だ
け
点
灯
し
な
い
よ
う
な
状
態
で
、 ご

使
用
く
だ
さ
い
。

"HI
S　M

AST
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’S　V
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接
続
の
し
か
た

■
出
力
の
並
列
接
続（
出
力
並
列
駆
動
）

P
S

-A
12

02
1
台
の
中
の
C
H
1
と
C
H
2
の
み
出
力
の
並
列
接
続
が

可
能
で
す
。

■
2
C
H
入
力
／
2
C
H
出
力

■
入
力
の
並
列
接
続

接
続
可
能
台
数
は
1
0
台
で
す
。（
ミ
キ
サ
ー
出
力
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
6
0
0
Ω
時
）

X
LR
タ
イ
プ
コ
ネ
ク
タ
ー
の
場
合

1
番
：
ア
ー
ス

2
番
：
ホ
ッ
ト

3
番
：
コ
ー
ル
ド

6
.3
φ
複
式
フ
ォ
ノ
プ
ラ
グ
の
場
合

ス
リ
ー
ブ
：
ア
ー
ス

チ
ッ
プ

：
ホ
ッ
ト

リ
ン
グ

：
コ
ー
ル
ド

入
力
端
子
配
線

接
続
ケ
ー
ブ
ル
を
製
作
す
る
時
は
下
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

ミ
キ
サ
ー
、
プ
リ
ア
ン
プ
よ
り

C
H
1
ス
ピ
ー
カ
ー

合
計
1
2
0
W
以
下

（
8
3
Ω
以
上
）

C
H
2
ス
ピ
ー
カ
ー

合
計
1
2
0
W
以
下

（
8
3
Ω
以
上
）

C
H
1

C
H
2

2　
1

E
AC

H
S

E
LE

C
T

C
H

2

ミ
キ
サ
ー
、
プ
リ
ア
ン
プ
よ
り

ス
ピ
ー
カ
ー

合
計
2
4
0
W
以
下

（
4
1
.5
Ω
以
上
）

2　
1

E
AC

H
S

E
LE

C
T

C
H

2
1

4

3

2

ミ
キ
サ
ー
、
プ
リ
ア
ン
プ
よ
り

ス
ピ
ー
カ
ー

＋
－

ス
ピ
ー
カ
ー

他
の
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
へ

－
＋

＋
－
－

＋

C（
コ
ー
ル
ド
）
H（
ホ
ッ
ト
）

E（
ア
ー
ス
）

ね
じ

ワ
ッ
シ
ャ
ー
3

1
2

1
番
ア
ー
ス

2
番
ホ
ッ
ト

3
番
コ
ー
ル
ド

平
衡
タ
イ
プ
：
(X
L
R
)

平
衡
タ
イ
プ
：
6
.3
φ
ス
テ
レ
オ
フ
ォ
ノ
プ
ラ
グ

(X
L
R
) (X
L
R
)

(X
L
R
)

シ
ロ（
ア
カ
）／
ホ
ッ
ト（
＋
）

ク
ロ
／
コ
ー
ル
ド（
－
）

ク
ロ
／
コ
ー
ル
ド（
－
）

シ
ロ（
ア
カ
）／
ホ
ッ
ト（
＋
）

シ
ー
ル
ド
／
ア
ー
ス

シ
ー
ル
ド
／
ア
ー
ス

■
接
続
ケ
ー
ブ
ル

入
力
コ
ネ
ク
タ
ー
の
配
線
は
次
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
順

1
C
H
2
S
E
L
E
C
T
ス
イ
ッ
チ
を
“
2
→
1
”
側
に
す
る
。

2
ス
ピ
ー
カ
ー
端
子
の
C
H
1

e
と
C
H
2

e
、
C
H
1

d
と

C
H
2

d
を
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
す
る
。

3
ス
ピ
ー
カ
ー
を
接
続
す
る
。

4
ミ
キ
サ
ー
、プ
リ
ア
ン
プ
か
ら
の
信
号
を
C
H
1
に
入
力
す
る
。

ご
注
意

●
ス
ピ
ー
カ
ー
端
子
の

d
は
グ
ラ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
プ
な
ど
の
グ
ラ
ン
ド
を
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

6$
モ
ニ
タ
ー
出
力
端
子

(1
)
ピ
ン
の
配
列
と
働
き

(2
)
接
続
例

●
電
源
が
"O
N
"に
な
っ
て
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
解
除
さ
れ
る
と
ア
ン

プ
出
力
監
視
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
ま
す
。

●
入
力
信
号
が
加
わ
る
と
V
U
メ
ー
タ
ー
が
振
れ
ま
す
。

●
ア
ン
プ
が
異
常
発
熱
ま
た
は
故
障
し
て
保
護
回
路
が
動
作
し
、
出

力
が
遮
断
さ
れ
る
と
ア
ン
プ
出
力
監
視
ラ
ン
プ
が
消
灯
し
、V
U
メ
ー

タ
ー
も
振
れ
ま
せ
ん
。

●
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
制
御
用
ス
イ
ッ
チ
を
シ
ョ
ー
ト
す
る
と
保
護
回

路
が
動
作
し
、
出
力
が
遮
断
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意

●
モ
ニ
タ
ー
出
力
端
子
の
接
続
コ
ネ
ク
タ
ー
は
本
機
に
添
付
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。モ
ニ
タ
ー
端
子
を
使
用
す
る
場
合
に
は
コ
ネ
ク
タ
ー

ワ
イ
ヤ
ー
A
ss
'y
を
別
途
購
入
（
サ
ー
ビ
ス
品
扱
い
）
し
て
く
だ

さ
い
。

尚
、
コ
ネ
ク
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
A
s
s
'y
を
現
地
で
製
作
す
る
場
合

は
、
下
記
の
部
品
を
用
意
願
い
ま
す
。

ピ
ン

番
号

名
称

働
き

4 1 3 6 5 2

H
O
T

C
O
L
D

M
U
T
IN
G

G
N
D

モ
ニ
タ
ー
出
力

タ
リ
ー
出
力

ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

1
2
3

4
5
6

定
格
出
力
時（
負
荷
8
3
Ω
・
1
2
0
W
=
4
2
.2
d
B
s）
に
+
4
d
B
s
の
信
号
が
出
力
さ
れ
ま
す
。

（
適
合
負
荷
7
.5
kΩ
以
上
）

出
力
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
レ
ー
と
連
動
す
る
リ
レ
ー
接
点
で
す
。 保
護
回
路
が
動
作
し
て
出
力
が

遮
断
さ
れ
て
い
る
状
態（

“P
R

O
T

E
C

T
” 点
灯
）の
と
き
ブ
レ
イ
ク（
開
放
）し
ま
す
。

（
接
点
容
量
D
C
3
0
V
2
A
ま
で
）

5
～
2
間
を
シ
ョ
ー
ト
す
る
と
保
護
回
路
が
動
作
し
て
、 出
力
が
遮
断
さ
れ
ま
す
。（

“P
R

O
T

E
C

T
”

が
点
灯
し
ま
す
。）
再
び
5
～
2
間
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
、 3
～
5
秒
後
に
出
力
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
解
除
さ
れ
ま
す
。（

“P
R

O
T

E
C

T
” が
消
灯
し
ま
す
。）

ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

制
御
用
ス
イ
ッ
チ

ア
ン
プ
出
力

監
視
ラ
ン
プ

ラ
ン
プ
用
電
源

モ
ニ
タ
ー

出
力
端
子

V
U
メ
ー
タ

＋
－

1
2
3

4
5
6

SS
48
29
4-
00
A

コ
ネ
ク
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
A
ss

’y
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
ピ
ン
、
ワ
イ
ヤ
ー

1m
付

品
番

備
考

品
名

モ
レ
ッ
ク
ス
社
：
5
5
5
7
-0
6
R

モ
レ
ッ
ク
ス
社
：
5
5
5
6
T

ハ
ウ
ジ
ン
グ

ピ
ン

品
番

品
名

@
電
源
コ
ー
ド

A
C
1
0
0
V
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
ま
す
。

#
S
IG
N
A
L
G
N
D
グ
ラ
ン
ド
端
子

こ
の
端
子
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ミ
キ
サ
ー
等
を
接
続
し
た
場
合

の
雑
音
の
低
減
を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
す
。
安
全
ア
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



9

●
本
機
を

E
IA
ラ
ッ
ク（

R
S

-R
7

0
）に
組
み
込
む
場
合
は
、
本
機
に
添
付
さ
れ
て
い
る
ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
金
具
を
添
付
の
ス
ク
リ
ュ
ー

（
M

4）
で
取
付
け
た
後
、
組
み
込
み
ま
す
。

●
シ
ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
（

P
S

-R
30
）
へ
の
組
み
込
み
に
つ
い
て

主
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
（

P
S

-P
32

-B
/H
）
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
（

P
S

-R
30
）
に
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
を
組
み
込
む
場
合
は
、

各
々
の
消
費
電
力
の
合
計
が
8
0
0
W
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

本
機
の
組
み
込
み
可
能
な
台
数
は
最
大
4
台
で
す
。

●
フ
ッ
ト
の
取
付
け
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
を
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
や
棚
に
置
い
て
使
用
す
る
と
き
は
、
底
面
に
添
付
の
フ
ッ
ト
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
フ
ッ
ト
は
添
付
の

フ
ッ
ト
取
付
ス
ク
リ
ュ
ー
で
取
付
け
ま
す
。

E
IA
ラ
ッ
ク

（
P

S
-R

70
）

本
機
の
フ
ラ
ン
ジ
部

ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
補
助
金
具
×
2

（
本
機
に
添
付
）

本
機
取
付
用
ス
ク
リ
ュ
ー（

M
5）
×
4

（
本
機
に
添
付
）

ス
ク
リ
ュ
ー（

M
4）
×
2

（
本
機
に
添
付
）

注
意
 

底
面

8ラ
ッ
ク
へ
の
組
み
込
み
に
つ
い
て

●
E

IA
ラ
ッ
ク
（

P
S

-R
7

0
な
ど
）
に
組
み
込
む
場
合
は
、
放
熱
効
果
を
よ
く
す
る
た
め
に
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
の
上
下
に
ベ
ン
チ
レ
ー
ト

パ
ネ
ル
（

P
S

-R
U

01
V
）
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ラ
ッ
ク
の
最
上
部
と
最
下
部
に
も
ベ
ン
チ
レ
ー
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
E

IA
ラ
ッ
ク
（

P
S

-R
70
）
を
ご
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
充
分
な
放
熱
効
果
を
得
る
た
め
に
フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
（

P
S

-R
41

3B
）

を
必
ず
2
台
、
ラ
ッ
ク
上
面
内
側
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

取
付
け
方
法
は
次
の
手
順
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
は
添
付
の
ス
ク
リ
ュ
ー
で
ラ
ッ
ク
上
面

内
側
に
取
付
け
ま
す
。

（
フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
付
け
は
し
っ
か
り
と
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
と
ラ
ッ
ク
上
面
と
の
間
の
す
き
ま
が
あ
り

ま
す
と
騒
音
を
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 ）

2
パ
ワ
ー
コ
ー
ド
を
接
続
し
ま
す
。

（
フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
と
パ
ワ
ー
コ
ー
ド
の
接
続
は
差
し
込
み
式
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、十
分
に
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
差
し
込
み
が
不
十
分
で
す
と
、 フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
故
障
の
原
因

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

注
意
 

M
5
ス
ク
リ
ュ
ー

（
フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
に
添
付
）

P
S

-R
70

P
S

-R
41

3B

ラ
ッ
ク
外
部
へ
風
が
流
れ
る
よ
う
に

フ
ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
を
取
付
け
ま
す
。

最
上
部
の
ベ
ン
チ
レ
ー
ト
パ
ネ
ル

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
の
上
下
の

ベ
ン
チ
レ
ー
ト
パ
ネ
ル

最
下
部
の
ベ
ン
チ
レ
ー
ト
パ
ネ
ル

P
S

-R
70



1
1

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
 （必

ず
お
読
み
く
だ
さ
い
）

保
証
書
（
別
添
）

保
証
書
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
よ
り
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
お
買
い
上
げ
日
・
販
売
店
名
」
等
の
記
入
を
お
確
か
め
の
う
え
、

記
載
内
容
を
よ
く
お
読
み
の
後
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
期
間

お
買
い
上
げ
の
日
か
ら
１
年
間

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
や
ご
不
明
な
点
は

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
別
紙
の
「
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内
」
を
ご
覧
の
う
え
最
寄
り
の
サ
ー
ビ
ス
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は

出
張
修
理

異
常
の
あ
る
と
き
は
、
お
手
数
で
も
も
う
一
度
、
各
部
の
接
続
、
つ
ま
み
の
位
置
に
つ
い
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用
を
中
止
し
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
修
理
を

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

修
理
に
際
し
ま
し
て
は
保
証
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

保
証
書
の
規
定
に
従
っ
て
販
売
店
が
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り

修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故
障
し
た
製
品
を
正
常
に
修
復
す
る
た
め
の
料
金
で
す
。

技
術
者
の
人
件
費
、
技
術
教
育
費
、
測
定
機
器
等
設

備
費
、
一
般
管
理
費
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
の
補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間
は
、

製
造
打
切
り
後
８
年
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
通
産
省
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
修
用
性
能
部
品
と
は
、
そ
の
製
品
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
部
品
で
す
。

保
証
期
間
中
は

保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
と
き
は

ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

修
理
料
金
の
仕
組
み

品
名

型
名

お
買
い
上
げ
日

故
障
の
状
況

ご
住

所

お
名

前

電
話
番
号

訪
問
ご
希
望
日

パ
ワ
ー
ア
ン
プ

便
利
メ
モ

年
月

日

で
き
る
だ
け
具
体
的
に

付
近
の
目
印
等
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

P
S

-A
12

02

お
買
い
上
げ

店
名

(
)

–

技
術
料

修
理
に
使
用
し
た
部
品
代
金
で
す
。
そ
の
他
修
理
に

付
帯
す
る
部
材
等
を
含
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

部
品
代

製
品
の
あ
る
場
所
へ
技
術
者
を
派
遣
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。
別
途
、
駐
車
料
金
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

出
張
料

+ +

こ
の
商
品
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、 法
令
や
使
用
す
る
地
域
の
条
例
に
従
っ
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
 

長
時
間
ご
使
用
に
な
ら
な
い
場
合
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
 


